
 

                              
                              
                              
 
  
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
 
                                                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

～企業局独自の防災訓練を実施～ 

企業局では、大規模地震発生時の応急活動を迅速かつ的確に行うため、毎年、県の総合

防災訓練の実施にあわせて企業局独自の防災訓練を実施しています。今年は、８月 22 日

（木）に実施し、連絡体制の確認、情報伝達の習熟を図りました。 

ドローンで現場の情報共有！  

 

 

①Web 会議システム（Zoom）を使用し、各事務所から直接、被災状況報告を行いました。 

②災害時管路情報システムを Web 会議システム内で使用し、対策本部と各事務所が画面共有

することにより、被災箇所及び被災状況を情報共有しました。 

被災現場 

事務所と現場情報を共有 

本 庁 

事 務 所 

とりまとめた現場情報を報告 

ドローンを使用し被災現場情報を共有 

 
【訓練想定】地震により、配水池等に設置された緊急遮断弁が閉鎖し、給水停止 

①ユーザーの皆様にメール及びＦＡＸにて情報報告の返信依頼。制水弁の全閉を要請 

②ユーザー様の施設の被災状況を企業局へメール又はＦＡＸにて返信 

③ユーザーの皆様に管路被災情報の報告（災害時管路情報システムの確認依頼） 

【制水弁閉鎖の目的】 

大規模地震が発生した場合は、事業所への濁水流入や漏水による二次災害の発生を防止す

るために、可能な限りユーザー様側の制水弁（バルブ）を閉める操作をお願いしています。 

工水ユーザーの皆様との情報伝達訓練 

ユーザー様 企業局事務所 

・制水弁の全閉を要請 
・情報報告の返信依頼 

・制水弁の操作状況を返信 
・施設の被災状況を返信 
・工水が供給された場合の受水の可否 

・管路被災情報の報告（１４日経過想定） 
・「災害時管路情報システム」の確認依頼 

職員 

事務所との情報伝達訓練 


